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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

第
52
回

定
時
総
会

定
時
総
会
は
、
自
治
会
会
則
で
毎
年

１
回
４
月
に
開
催
し
、
現
任
の
役
員
・

監
査
役
・
推
進
委
員
、
並
び
に
新
任
予

定
の
役
員
・
監
査
役
・
推
進
委
員
及
び

班
長
の
約
３
７
０
名
で
構
成
さ
れ
、
委

任
状
含
め
て
過
半
数
の
出
席
を
得
て
成

立
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
総
会
を
４
月
16
日
に

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

法
上
の
分
類
２
類
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

相
当
の
５
類
に
引
き
下
げ
る
５
月
８
日

ま
で
の
間
は
感
染
防
止
の
対
応
が
必
要

と
判
断
し
、
「
書
面
表
決
」
で
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

４
月
９
日
以
降
、
総
会
構
成
員
に

「
議
案
書
」
を
配
布
し
ま
す
。
４
月
16

日
締
め
切
り
で
「
書
面
表
決
書
」
を
提

出
い
た
だ
き
、
構
成
員
の
過
半
数
の
賛

成
が
確
認
で
き
た
時
点
で
議
案
成
立
と

す
る
扱
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
く
ら
祭
り
の
お
知
ら
せ

実
行
委
員
会

今
年
の
さ
く
ら
祭
り
は
、
従
来
２
日

間
の
日
程
を
１
日
に
短
縮
し
て
４
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日

時

４
月
１
日
（
土
）

10
時
30
分
～
15
時

雨
天
時
は
翌
日
に
順
延

場

所

東
池
公
園

概

要

出
店
及
び
抽
選
会

新
理
事
分
担
内
定
会
の

お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
に
新
た
に
就
任
さ
れ
る

理
事
、
い
わ
ゆ
る
新
理
事
の
皆
さ
ん
に

は
自
治
会
各
事
業
部
の
い
ず
れ
か
で
活

動
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
部
の
内
定
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
参
加
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
日
時

３
月
19
日
（
日
）

10
時
～
12
時

受
付
は
９
時
45
分
頃
開
始

☆
場
所

第
４
自
治
会
館

新
清
和
台
幼
稚
園
北
向
か
い

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
終
え
て

体
育
部
会

２
月
４
日
、
３
年
ぶ
り
に
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
徴
は
、
清
和
台
地
域
17
公

園
の
う
ち
８
公
園
を
廻
っ
て
い
た
だ
く

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
し
た
こ
と
で
す
。

８
公
園
の
ス
タ
ン
プ
押
印
ス
タ
ッ
フ

含
め
て
計
55
名
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

２
８
９
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
「
公
園

巡
り
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
」
と
い
っ

た
声
も
あ
り
ま
し
た
。

従
五
位
瑞
宝
小
綬
章
受
賞

村
杉

健

様
（
西
３
）

文
部
科
学
大
臣
旗

未
来
く
ん
杯

第
17
回
全
国
中
学
生

空
手
道
選
抜
大
会

出
場

☆
形川

田

大
樹
君
（
清
中
１
年
東
１
）

☆
組
手

玉
木

大
悟
君
（
清
中
１
年
東
４
）

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会

に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場

本
郷

慶
君
（
高
校
３
年
・
東
１
）

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

事
務
局

臨
時
休
館
案
内

４
月
１
日
（
土
）



役
員
会
だ
よ
り
（
４
４
５
号
）

開
催

１
月
22
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
会
議
、
行
事
予
定

１
月
22
日

役
員
会
後

空
き
家
に
し
な
い
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

１
月
28
日
、
29
日

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

２
月
４
日

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

２
月
18
日

猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

２
月
19
日

役
員
会
後

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

・
副
会
長
、
監
査
役
の
公
募

・
理
事
、
班
長
の
選
出
依
頼

・
第
６
次
地
区
計
画
策
定
に
つ
い
て

・
安
全
灯
新
設
要
望
に
つ
い
て

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
12
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
等

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
２
４
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ
等

（
環
境
部
）

・
街
路
樹
、
公
園
等
管
理

諸
件
処
理
対
応
済

・
資
源
回
収
事
業

12
月
度
実
績

40
・
２
ト
ン
（
前
年
比

87
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
12
月
度
慶
弔
関
係

お
悔
や
み

２
件

（
文
教
部
）

・
落
語
会
（
３
月
５
日
）
準
備

（
体
育
部
）

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
準
備

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

１
件

西
１
市
道

車
と
自
転
車

刑
法
犯
罪

器
物
破
損

１
件

西
１

車
に
傷

（
会
館
運
営
部
）

・
各
自
治
会
館
点
検

不
都
合
箇
所

処
置
済
み

役
員
会
だ
よ
り
（
４
４
６
号
）

開
催

２
月
19
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
会
議
、
行
事
予
定

３
月
19
日(

日)

役
員
会

新
理
事
分
担
内
定
会

・
県
道
桜
並
木
の
件

(

回
覧
参
照)

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
宅
跡
地
の
住
宅
建
設

２
月
中
旬
か
ら
工
事
着
工

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
１
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
等

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
下
欄
参
照
）

（
広
報
部
）

・
「
に
ゅ
～
す
」
２
月
号
休
刊

（
環
境
部
）

・
街
路
樹
、
公
園
等
管
理

・
資
源
回
収
事
業

１
月
度
実
績

40
・
７
ト
ン
（
前
年
比

95
％
）

・
ゴ
ミ
袋
配
布
準
備

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
１
月
度
慶
弔
関
係

お
悔
や
み

２
件

（
文
教
部
）

・
文
教
寄
席

準
備

（
体
育
部
）

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
実
施

(

１
面
参
照)

・
川
西
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

参
加

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

刑
法
犯
罪

２
件

詐
欺(

西
２)

、
万
引
き(

西
５)

（
会
館
運
営
部
）

・
各
自
治
会
館
点
検

不
都
合
箇
所

処
置
済
み

令
和
４
年
度
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

１
月
に
４
地
区
で
開
催
し
、
延
べ
１
０

５
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
は
、
対
処
の
方
向
と
併
せ
て
、
一
覧

表
に
ま
と
め
、
２
月
の
役
員
会
で
審
議
・

承
認
さ
れ
、
皆
さ
ん
に
回
覧
し
ま
し

た
。詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
回
覧
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
４
回

運
営
委
員
会
（
1
月
９
日
）

・
市
が
進
め
て
い
る
第
６
次
総
合
計
画

に
伴
う
地
域
計
画
の
素
案
作
り

・
体
育
部
会

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
準
備

２
月
４
日
開
催

せいわだいにゅ～す 令和５年３月１２日（２）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

報
告

新
入
会
員

１
・
２
月
度

１
名



子
ど
も
会

体
験
会

清
和
台
子
ど
も
会

日

時

４
月
22
日
（
土
）

10
時
～
12
時

場

所

南
小
学
校
体
育
館

内

容

科
学
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

ゲ
ー
ム
大
会

持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

水
筒

参
加
費
・
申
込
不
要

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い

問
合
せ
先

田
邉

０
９
０
‐
７
８
９
９
‐
６
８
９
４

「
清
和
台
幼
稚
園
廃
園
」
の
件

川
西
市

こ
ど
も
未
来
部

こ
ど
も
支
援
課

２
月
５
日
、
清
和
台
公
民
館
に
て

（
仮
称
）
川
西
市
子
ど
も
・
若
者
未

来
計
画
（
案
）
の
「
市
立
就
学
前
教

育
保
育
施
設
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
、
地
域
住
民
と
市
長
・
教
育
長
と

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
32
名
で
、
「
清
和
台
幼

稚
園
は
い
つ
廃
園
と
な
る
の
か
」
と

い
う
地
域
住
民
の
意
見
に
対
し
て
、

市
長
・
教
育
長
よ
り
「
令
和
６
年
３

月
を
目
途
に
閉
園
を
予
定
し
て
い
る
」

と
の
説
明
が
あ
る
な
ど
、
主
に
清
和

台
幼
稚
園
の
廃
園
に
つ
い
て
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

終
え
て

自
治
会

環
境
部

２
月
18
日
、
「
虫
生
川
周
辺
の
自

然
を
守
る
会
」
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

自
治
会
の
方
々
に
加
え
、
建
設
業
界

の
人
た
ち
な
ど
50
名
以
上
が
参
加
し
、

猪
名
川
河
川
敷
や
周
辺
の
清
掃
を
し

ま
し
た
。

周
辺
に
は
、
不
法
投
棄
禁
止
の
看

板
が
様
々
な
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
洗
濯
機
、
カ
ン
、
ビ
ン

類
等
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
減
ら
な

い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
は
、
不
法
投
棄
が
な
く
な
る

よ
う
様
々
な
方
策

を
考
え
、
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和５年３月１２日

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

３
月
22
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
a
ｆ
e

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
お
菓
子
付

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

４
月
６
日

（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

ピ
ア
ノ
で
歌
声
喫
茶

「
昭
和
の
歌
謡
曲
」

岡
村

陽
子
さ
ん

※
飲
物
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

４
月
16
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

「
バ
ー
チ
ャ
ル

も
ぐ
ら
た
た
き
」

参
加
費

１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

４
月
19
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館
に

10
時
集
合

内

容

消
防
署
見
学

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

※
緊
急
時
の
場
合
は
、
見
学
が
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ



せいわだいにゅ～す 令和５年３月１２日（４）

動脈瘤は動脈硬化や血圧上昇が原因で、

動脈が膨隆した状態で、正常径の２倍に達

すると破裂する可能性があります。ただ、

くも膜下出血の原因となる脳動脈瘤は動脈

硬化というより、血圧や遺伝の影響が強い

と言われています。

すべての動脈に動脈瘤は発症しますが

（内臓動脈にも発症します）、よく知られ

ているのは胸部大動脈と腹部大動脈にでき

る大動脈瘤です。石原裕次郎さんが手術し

た（若い方はご存知ないかもしれませんが）

解離性大動脈瘤は原因も治療法も少し異な

りますので、今回は胸部大動脈瘤と腹部大

動脈瘤のお話をさせていただきます。

胸部大動脈は心臓から出て、右手に分枝

するまでの上行大動脈、頭に分枝し、左手

に分枝するまでの弓部大動脈、そこから横

隔までの下行大動脈に分けられます。それ

ぞれの部位やいくつかの部位にわたって動

脈瘤は発生しますが、下行大動脈瘤が腹部

大動脈まで拡がる胸腹部大動脈瘤もありま

す。

手術適応は難易度により決定されますが、

最も難易度が高いのが胸部大動脈瘤です。

その理由は、横隔膜のあたりで大動脈より

脊髄に栄養を送る動脈が分枝するのですが、

その同定が困難なためです。つまり、手術

に際して、人工血管から脊髄に送る動脈の

再建をしそこなうと脊髄壊死を発症し、下

半身麻痺、膀胱直腸障害を発症してしまう

のです。

次に難しいのが、脳に分枝する動脈の再

建が必要となる弓部大動脈を含む動脈瘤で

す。手術適応は動脈瘤の直径で決まります

が、だいたい５～６㎝です。診断は胸部Ｃ

Ｔが有用ですが、胸部Ｘ線でも早期発見は

可能です。

高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習

慣病をお持ちの方は、肺がん検診を定期的

に受診し、検査しておく必要があります。

次回は解離性大動脈瘤のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（88） 動脈瘤

池
田
市

私
の
生
ま
れ
故
郷
は
、
川

西
の
東
の
猪
名
川
を
挟
ん
だ

大
阪
府
池
田
市
で
す
。

池
田
市
は
川
西
同
様
、
歴

史
は
古
く
、
古
代
よ
り
集
落

が
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
に

「
池
田
」
と
い
う
名
の
集
落

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

近
代
に
は
、
阪
急
グ
ル
ー

プ
の
創
始
者
で
あ
る
小
林
一

三
氏
が
、
室
町
と
い
う
日
本

で
最
初
の
「
分
譲
住
宅
」
を

つ
く
り
、
小
林
氏
が
収
集
し

た
美
術
工
芸
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
「
逸
翁
美
術
館
」
が

あ
り
ま
す
。
池
田
市
は
昭
和

初
期
か
ら
円
熟
し
た
町
で
す
。

私
は
、
材
木
屋
の
男
３
兄

弟
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
３
人
と
も
わ
ん
ぱ
く

で
、
近
所
の
子
ど
も
達
と

「
缶
蹴
り
」
「
べ
っ
た
ん
」

「
こ
ま
回
し
」
や
「
三
角
ベ
ー

ス
野
球
」
を
し
た
り
、
日
が

暮
れ
る
ま
で
遊
ん
だ
こ
と
が

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

今
の
池
田
は
、
五
月
山
に

「
日
本
で
一
番
小
さ
な
動
物

園
」
が
あ
り
、
「
珍
獣
ウ
オ

ン
バ
ッ
ト
」
な
ど
の
動
物
が

飼
育
さ
れ
、
そ
の
動
物
と
触

れ
合
い
が
で
き
、
休
日
に
は
、

全
国
か
ら
も
、
多
く
の
人
が

来
園
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
池
田
駅
の
南
に
は
、

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
さ

れ
た
安
藤
百
福
さ
ん
を
記
念

す
る
「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
あ
り
、
連
日
た

く
さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
の
香
り
が
残
る
池
田

市
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

西
４

木
下

重
治

私

の

故

郷


